
　男子プロバスケットボ

ールＢリーグ２部（Ｂ２）

の広島ドラゴンフライズ

が７月１２日、広島市西区

の草津小学校（関本宏校

長）を訪問。これは青少

年の健全育成として広島

　広島ドラゴンフライズのホーム
アリーナ・広島サンプラザホール
へ続く鉄道やデッキに、新しい応
援メッセージが開幕前に登場しま
した。広島電鉄では、今シーズン
仕様のラッピング電車が運行を開
始。広島サンプラザホールの最寄
り駅であるＪＲ新井口駅・広電商
工センター入口駅とアルパーク東
棟間のペデストリアンデッキには、
選手らをデザインしたパネルが設
置されました。

ドラゴンフライズが取り

組んでいる「バスケでつ

ながる風景プロジェクト」

の一環で、同校ミニバス

クラブの児童およそ３５人

と交流しました。

　広島ドラゴンフライズ

からは田中成也選手が訪

問。児童は発表されたば

かりの２０１７-１８シーズン

のスローガン「ＢＥ　ＯＮＥ」

を手に田中選手を歓迎。

参加した児童は「教えて

もらったことを試合でも

生かせるよう、がんばり

ます」と、練習に汗を流

しました。

応援を後押し
新応援メッセージ登場

広電の広島ドラゴンフライズラッピング電車の
前でガッチリと握手する広島ドラゴンフライズ
福岡愼二会長と広島電鉄株式会社の仮井康裕
取締役人財管理本部長

ぺデストリアンデッキに飾られた応援パネルと
右から、西区の塩山慎二区長、橋場忠陽副区長
広島ドラゴンフライズの浦伸嘉社長、坂田央選手、
田中成也選手

７面に関連記事

！

とんぼ新聞の題字は、
書道アーティスト
hiro河内裕美さん。

子どもたちの健やかな成長を願う思いを「書」
に込めて届けます。【３面にプロフィールを掲載】

とんぼ＝ドラゴンフライ
とんぼの英名はドラゴンフライ。勇猛果敢な「勝
ち虫」と呼ばれ、広島ドラゴンフライズの名前は
勇気と勝負強さを持ち合わせた「とんぼ」を由来。

広島東洋カープ
2017セ・リーグ優勝おめでとう！
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からは田中成也選手が訪

広島ドラゴンフライズの
田中選手（後列中央）を囲
んで草津ミニバスクラブ
の子どもたちと保護者、
草津小の関本校長先生
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　　［もくじ］

2017年秋
　　　第３号

草津小へドラゴン訪問

まちがいさがし
読者プレゼント

ＰＴＡ新聞・ＰＴＡ掲示板

小学校ＮＥＷＳ

中学校生徒会通信

広島西警察署メッセージ

開幕！ドラゴンフライズ

広島ドラゴンフライズ情報

西
区
青
少
年
健
全
育
成
新
聞
「
と
ん
ぼ
」
は
、
西
区
内
の
市
立
全
１８
小
学
校
・
全
８
中
学
校
を
通
じ
て
区
内
の
児
童
・
生
徒
の
家
庭
に
配
ら
れ
て
い
ま
す
。

1万8千部発行
青少年健全育成プロジェクト
広島ドラゴンフライズ
☎（082）555-8355

発行責任者

西区 PTA 連合会
西区青少年健全育成連絡協議

後 援

西区役所地域起こし推進課
NPO フレンズ

協 力

平成29年秋号（2017年１０月発行）
第 3号 季刊・無料

第3号平成２９年
２017年



のステキな題字を
広島で活躍中の書道家・ｈｉｒｏ（河内裕美）さんに毛筆で
願いを込めて書いていただきました。 　平和都市広島で活動する書道アーティスト。１０歳より書を学び、高校在学中より坪

井工鷹氏に師事。学生時代から多数の賞を受賞。大学卒業後、中学、高等学校で国語、
書道講師を務める傍ら、２００３年より安佐南区緑井にて「河内書道教室」を開講。そ
の後本格的に書道アーティストとしての活動をスタートし、商品
や看板のロゴ、書による空間デザインなどを多数手がける。
  また、他の分野で活躍するアーティストとのコラボレーション
作品の制作や、イベントでの書道パフォーマンス等、表現者とし
て活動の幅を広げている。
　平和都市広島から書道を通じて、平和を繋ぐ活動も行っている。

題字に込められた願い

書道家　ｈｉｒｏ（河内裕美）

とんぼの英名はドラゴンフライ（ｄｒａｇｏｎｆｌｙ）。
広島ドラゴンフライズは、廿日市市宮島に生息するミヤジマトンボを
チーム名の由来にしています。

1980.03.30広島県生まれ。師範

ドラゴンフライ（dragonfly) を英字でデザイン。
宮島の花火大会をイメージすると共に、子どもたち
の未来が花開きますようにと願いを込めています。
鳥居の足元には広島の「Ｈ」が隠れています。

書道家・hiro（河内裕美）の作品は、ホームページでご覧いただけます。　hiromoji.com

両親からの初めての贈り物「名前」
を、一文字ずつ真心を込めて書い
ています。

成人や卒業、入学、ご結婚などご家
族の記念に家族書。ご家族のお名
前とメッセージもお書きします。

【イベント情報】

□二葉の里「和奏光夜」エキキタウォーク 2017
　 hiro によるワークショップ「書で伝わる絵手紙」
【日時】10月 29日（日）　14:30 ～ 16:00　※出入り自由
【場所】真言宗御室派　明星院（東区二葉の里 2-6-25）
【内容】『文字を重視の絵手紙』のワークショップ
　　　　参加費 /500 円

□女性応援イベント funi＊funi 4th
　「食、美、智、癒、縁→輝」をテーマにしたイベント
【日時】12月 9日（土）　11:00 ～ 18:00　※出入り自由
【場所】エフピコ Rim　９階　スタジオＡ、Ｂ
　　　　（福山市西町 1-1-1）
【内容】書アクセサリー等商品販売、書き下ろし色紙

　子どもたちが強く、まっ
すぐに、のびのびと育って
欲しいという願いを込めて
います。

書道家・ｈｉｒｏ（河内裕美）の紹介

（A） （B）
キリトリ線

キリトリ線

広島ドラゴンフライズと西区の「安全・安心」を
応援する広島西防犯連合会特製のミニタオルで
す。チームカラーの朱色地にチームロゴがプリ
ントされています。
サイズ /２０ｃｍ×２０ｃｍ
提供 /広島西防犯連合会

　涼しさが増して秋が深まってきまし
た。読書の秋、食欲の秋などいろんな
秋の楽しみ方がありますね。ここはや
はり、運動の秋で多くの学校でも運動
会が開かれていることでしょうか。一
等賞めざして、最後までがんばりまし
ょう。広島ドラゴンフライズも２０１７
－１８シーズンが始まりました。６０試
合を来年５月まで戦います。みんなの
がんばりに負けないようにがんばりま
す。

＊＊＊
　Ａ・Ｂの絵をよく見比べると、違って
いるところが７つありますよ。印刷の
ズレ・かすれなどは含みません。
　正解者の中から抽選で、プレゼント
賞品が当たります。

違っている部分７カ所を見つけたら、問
題〈Ｂ〉の方へ○印を付けてください。キ
リトリ線に沿って切り取り（コピーも
可）、ハガキのウラ面へしっかり貼りつ
けて、右の必要事項を忘れずに書いて郵
送してください。

〒７３０-００１３
広島市中区八丁堀１１－８　７Ｆ　
　広島ドラゴンフライズ
　「とんぼ新聞まちがいさがし」係

【応募締切】１１月１０日（金）必着

●郵便番号  ●住所　●名前（フリガナ）
●年齢（学年）　●電話番号
●とんぼ新聞第３号で興味を持った記事、
　または感想や、広島ドラゴンフライズ
　へのメッセージ

応募方法 必要事項 宛　先

広島ドラゴンフライズ
ミニタオル ３０名様

◆当選発表は、プレゼントの発送をもって代えさせていただきます。
◆プレゼントの発送は、１１月下旬頃を予定しています。

西区の催し物情報

主催■西区青少年健全育成事業実行委員会（西区青少年健全育成連絡協議会・西区役所）
後援■西区ＰＴＡ連合会、西地区保護司会、西地区更生保護女性会、西区民生委員児童委員協議会、広島西防犯連合会

主催■西区民まつり委員会・西区役所（西区民まつり事務局 / 西区地域起こし推進課☎082-532-0927）
後援■広島西警察署、広島西交通安全協会、広島西交通安全運動推進隊、広島市西消防署、広島市西消防団、
　　　広島サンプラザ、ちゅピCOMふれあい、西区医師会、広島市西区地域保健対策協議会

今年３３回目を迎える西区民まつり。
神楽、ダンス、音楽演奏などのステージ、４０を超える飲食・物販・PR コーナー、

こども広場、スポーツの広場、スピードくじ、お楽しみ抽選会など、
魅力いっぱいの秋のイベントです。

次代を担う青少年が今、何を考えているのか、青少年の意見に耳を傾け、
地域、社会、家庭の取り組むべき問題について関係者が考える場をもち、

さらには、これを生かした地域活動を展開し、定着させることを目的としています。

9:20～16:00　［雨天決行］
広島サンプラザ＆西部埋立第五公園11/5日

10:00～12:0011/25 土

に耳を傾け、

オープニング / 井口台中学校吹奏楽部の演奏
《小学生・中学生の声を聴く会》

小学校児童４人（鈴が峰小・井口台小　男女各１名）
中学校生徒８人（西区内８中学校）

広島市立井口台中学校 体育館

（写真は昨年の様子）

西区青少年健全育成新聞



◎このコーナーは西区の小・中学校ＰＴＡから寄せられたニュースをお届けしています。学校や地域であったニュースをお寄せください。ご連絡はメールで　sugitaya@fch.ne.jp　西区とんぼ新聞・杉田まで。

　献花を行った内田君は「今まで
テレビで見てきた式典に参加でき
るのは、とても貴重な体験でやっ
てみたいと思いました」と、毎年
８月６日に学校で見てきた式典へ
参加できた喜びを話しました。当
日は「とても緊張したけど、やっ

て良かった」と大役を果たせたこ
とにほっとしたようでした。
　こども代表として福永希実さん
（中筋小６年）と平和への誓いを
述べた竹舛君は、「うれしいと同
時に、とても重要な役割なので責
任感がわきました」と選ばれた時

を思い返しました。
　平和への誓いは、平成７年の平
和記念式典からこども代表が述べ
ているもので、子どもたちが話し
合った結果を平和への決意として
まとめています。今年も広島市内
の小学生２０人が、平和への願いを
寄せ合い、一文にまとめて２人が
代表し、式典で述べました。
　竹舛君が寄せた一文、「あのま
ま、人々があきらめてしまってい
たら、復興への強い思いや願いを
捨てていたら、苦しい中、必死で
生きてきた人々がいなければ、今

の広島はありません」は、自身の
ひいおばあさんのこと。
　竹舛君のひいおばあさんは、吉
島で被爆。友だちは亡くなったけ
ど、生きることをあきらめずに必
死で生きのびたことで、「父が生
まれ、自分がいる」（竹舛君）。
　「あきらめない」という一言に
平和への誓いを込め、世界の人々
へ伝えました。

　「平成２９年平和記念式典（広島市原爆死没者慰霊式並びに平和
祈念式）」（８月６日、平和記念公園）で大芝小学校の竹舛直柔君（６
年）と内田蓮音君（６年）が、こども代表として参列しました。
式典で内田君は献花を、竹舛君は平和への誓いを述べました。

竹
舛
君（
右
）と

内
田
君

大芝小
ＰＴＡ

新聞

一丸となった体育大会に
子どもたちの一面を見た

　６月１７日、梅雨の晴れ間に体
育大会が開催されました。熱戦
を繰り広げ、生徒も先生も保護
者も一丸となり全員で盛り上が
ることが出来た体育大会でした。
　中でも学年別大縄跳びは、体
育大会２週間前からの朝練夕練
の成果を見せてくれました。ク
ラス全員でどうやって力を合わ

せるかを先輩が教え、後輩が受
け継いでゆく。学年の枠を超え
た繋がりが観音中の伝統、そし
て誇りであると実感しました。
　取材中、子どもたちの普段見
られない一面を見ることができ、
日焼けと共にいい思い出が出来
ました。

体育大会を一層盛り上げた応援団長たち

観音中ＰＴＡ

観音中学校ＰＴＡ新聞「観音ＰＴＡ」第 102 号1面→

学校と家庭をつなげたい
活動がよく分かる広報紙

　天満小学校は児童が２００人あ
まりの学校です。保護者の数も
少なく、活動を続けるのは大変
ですが、保護者でしっかりした
つながりを作ろうと、みんなで
支えあって楽しむ活動を目指し
ています。
　小さな規模の学校なので、ど

の先生も子ども全員の顔を覚え
て、声をかけ、かわいがってく
ださいます。その先生方のお顔
や人となりがわかるＰＴＡ新聞
「ぷらたなす」の夏号は、毎年ど
の家庭でも保存版になります。
　学校やＰＴＡのことがよくわ
かる広報紙で、これからも家庭

と学校をつなぎたい
と思っています。

天満小ＰＴＡ

「先生紹介」は家庭の保存版に
天満小学校ＰＴＡ新聞「ぷらたなす」第 183号1面→→

家では見られない
学校での表情が楽しみ

　観音小学校ＰＴＡでは、７月・
３月の年２回、ＰＴＡ新聞『あゆみ』
を発行しています。
　今年の２００号では、元気いっ
ぱいに入学してきた一年生のク
ラス写真をはじめ、給食風景・
春の遠足、５年生の野外活動を
掲載しました。平成２８年度には
広島市ＰＴＡ協議会の特別賞も
いただき、活動の励みになって います。

　今後も、子どもたちの普段は
あまり見られな
い学校での表情
や風景を届けた
いと思っていま
す。
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観音小ＰＴＡ

学校での子どもたちの表情を届けたい
観音小学校ＰＴＡ新聞「あゆみ」第 200 号1面→1面→

家庭や地域へ伝えたい
生き生きした子どもの姿

　現在は、『みなみかんおん』第
２０１号を編集中です。
　南観音小学校ＰＴＡでは、７
月、１２月、３月の年３度、ＰＴＡ
新聞『みなみかんおん』を発行
しています。

　７月１０日発行 第２００号では、
運動会・先生 職員の紹介・クラブ
紹介等を写真付で掲載しました。
そして、１２月発行予定の２０１号
では修学旅行・野外活動、なん
かんフェスタ等、３月発行予定
の２０２号では、２月の『ありが
とう・さよなら集会』卒業生を
送る会の様子を掲載予定です。
　本校の新聞作りは、全学年の
保護者が担当し、児童の生き生
きとした姿など
新聞を通して保
護者・地域の皆
様に、子どもた
ちの様子を伝え
て行きたいで
す。

「
ク
ラ
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た

南観音小ＰＴＡ

南観音小学校ＰＴＡ新聞「みなみかんおん」第 200 号1面→

西区青少年健全育成新聞



NEWS

己斐上小学校

お
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く
振
り
か
ぶ
っ
て
〜

暑い日は水遊びサイコー！そうめん、まだかな～？

鈴が峰小学校

黒
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井口明神小学校

大
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観察しやすくなりました

古田台小学校

石見銀山の坑道見学へ 自分たちで薪を割って炊きました

高須小学校

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
浮
き
輪
の
代
わ
り
に
な
る
よ
」

西区青少年健全育成新聞



とんぼ新聞は、子どもたちが安心して健やかに暮らせる西区のまちづくりを支援しています。

次号 第4号は １月発行予定平成３０年
冬

西区青少年健全育成新聞

西区の人たちでつくる
西区の「青少年健全育成」

中学校

vol.3

友情と連帯
～躍進～

　観音中学校生徒会では「つながり」を大切
に日々活動しています。
　縦割り学級群の活動では、４月の結団式に
始まり１年間、３年生のリーダーシップのも
と、体育大会や合唱祭などの行事を学年を越
えて協力していきます。
　また、各学年では生徒主体の活動を目指し
て、代議員を中心に自分たちに必要な取り組
みを企画し運営をしています。週に１度行わ
れる全校朝会では、生徒が発表する機会を多
く設け、執行部や各学年の取り組みをスライ
ドに写して発表しています。今年度は、「野外
活動」「修学旅行」「慰霊祭でのインタビュー」
「勉強の仕方」「高校訪問」「いじめ撲滅アピー
ル」の発表を行いました。今後も、つながり
を大切に自主的・主体的な活動を企画してい
きたいです。

観 音 中 学 校
〈校長〉村井芳弘
〈創立〉昭和 22 年　〈生徒数〉632 名
〈校訓〉生きる力を育てる教育の創造

１
年
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に
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」発
表

観音中学校生徒会執行部

一笑懸命

　己斐中学校は創立４６年目を迎え、『自主・協
同・責任』の校訓のもと『当たり前のことが
当たり前にできる』学校を目指しています。
そのために『あ ( 挨拶 )・じ ( 時間 )・み ( 身だ
しなみ )』という取り組みを行っています。
　生徒会執行部では、朝の挨拶運動を通して
『あ・じ・み』のレベルアップを図っており、
今では約半数の生徒が立ち止まって相手の顔
を見て気持ちの良い挨拶ができるようになり
ました。また、着ベルや集中清掃の取り組み
を通して落ち着いた環境の中でのびのびと学
校生活が送れています。

　これからも生徒会執行部は、さまざまな取
り組みを通して、生徒会のスローガン『一笑
懸命』にある、みんながいつも笑ってすごせ
る学校になるようにがんばっていきたいと考
えています。

己 斐 中 学 校
〈校長〉藤岡博幸
〈創立〉昭和 47年　〈生徒数〉291 名
〈校訓〉自主・協同・責任
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己斐中学校生徒会執行部

　古田中学校（福本隆寿校長）女子バ
スケットボール部が第４７回全国中学
校大会（全中・８月沖縄）に出場した。
全中は全国９つのブロックから２４チー
ムが出場。中国地方からは２校だけ
にしか出場権が与えられない。
　古田中は、広島市大会３位、県大
会２位、中国大会２位で全国へ。
　全中では惜しくも予選リーグ突破
はならず、村井陽（みなみ）キャプテ
ンは「全国はレベルが違った。５人
全員にスピードがあった」と振り返っ
た。しかし、得たものは大きかった。
　３年生には中学時代最後となる県

総合体育大会が先日あり、初戦、強豪四季が
丘（廿日市市）に２点差で勝利。「これまで、
小差でよく競り負けていたのだが、全国を経
験した成果だろう。最後の大会で勝負強さが
出た」と山下直哉監督（31）。ラスト２０秒で
追いつかれたが、残り５秒でキャプテン村井
がドライブで持ち込み、決まった瞬間、時計
は１秒。60－58 で競り勝った。準決勝は国泰
寺と。第３ピリオドまではリードしていたが
逆転負け。ただ、「相手のスリーポイントが決
まり過ぎた。全国大会を経験した古田の力は
出し切った」（山下監督）試合だった。
　古田中は３位。古田は男子も３位。女子優
勝は井口。井口は男子も準優勝。小中学校で
バスケが盛んな西区が、実力を県下に示した。

「大きく成長した」（　 ）山下
監督

競り負けない勝負強さ
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とんぼ新聞は、子どもたちが安心して健やかに暮らせる西区のまちづくりを支援しています。

次号 第4号は １月発行予定平成３０年
冬

西区青少年健全育成新聞

西区の人たちでつくる
西区の「青少年健全育成」

■１万８，０００部を年４回（４月・７月・１０月・１月）発行 ■区内の市立全１８小学校、全８中学校で児童・生徒へ直接配布 ■区内の全公民館、西区役所に設置

お問い合わせ

☎（０８２）５５５-８３５５

たくさんの人が地域の「青少
年健全育成」活動に関心を持
ち、西区の「青少年健全育成」
が永く守られ、地域の交流が
活発になることを願って、平
成２９年４月に創刊しました。

とんぼ新聞は、西区地域の「青
少年健全育成」活動に協賛い
ただく企業・団体・個人によ
る「協賛広告」掲載料で発行
しています。「協賛広告」へ
ご協力をお願いいたします。

西区青少年健全育成新聞

西区青少年健全育成新聞「とんぼ」は、西区内の市立全１８小学校・全８中学校を通じて区内の児童・生徒の家庭に配られています。

広 島 西 警 察 署 よ り

　「虐待じゃなかったら……」と迷う場合もありますが、結果的に
間違いであっても、連絡した人が責任を問われることはありません。
　あなたの勇気で虐待の悪化を防ぐことができるかもしれません。

身体的虐待

身体的な暴力だけが虐待ではありません。

●殴る、蹴る、突き飛ばす
●タバコの火を押しつける
●家の外に締め出す　など

ネグレクト（養育の拒否・怠慢）
● 食事を与えない
● 登校させない
●家や車の中に放置する　など

心理的虐待
● 子どもの前で夫婦げんか
●兄弟姉妹間で著しい差別をする
●極端に無視をする　など

性的虐待
●わいせつな行為をする
● 性的な映像や写真を見せる
　など

「虐待」と「しつけ」は全く
違うものです。保護者は
「しつけ」と思っていても、
子どもが傷つけば「虐待」
です。
「虐待」は子どもの心の発
達等に大きくマイナスの
影響を与えます。

感情的にガミガミ 説明しながら穏やかに
「しかる」

なぜ叱られたかを理解し、次
から正しい判断ができるよう
になります。

何が悪かったか理解できず、
反感だけが残ります。

「おかしい」と感じたら迷わず連絡
「しつけのつもりで…」は言い訳
ひとりで抱え込まない
親の立場より子どもの立場
虐待はあなたの周りで起こりうる

その２

その３

その４

その５

その１

５か条

「オレンジリボン」は児童虐待防止のシンボルです。
児童虐待をなくすために自分でできることを考えて
みましょう。
「児童虐待かな？」と思ったら、児童相談所へ連絡
（☎１８９いちはやく・全国共通ダイヤル）を！
子どもが危険な状態等の緊急の場合は迷わず１１０番
へ通報を！

「しか「しか「怒る」
安心
　ですよ

西区青少年健全育成新聞



　男子プロバスケットボールＢリー
グ２部（Ｂ２）の広島ドラゴンフラ
イズが１０月２日と３日、ホームアリ
ーナの広島サンプラザホールで開幕
戦を迎えました。開幕の相手は福島
ファイヤーボンズ。２日の初戦は７５
－８９で敗れましたが、３日は６８－６６
で勝利。Ｂ２優勝、Ｂ１昇格へ向けて
の第一歩を踏み出しました。

　１７９５人の観客が詰めかけた初戦は
拮抗（きっこう）した試合展開となり、
第３クォーターまでは互角の戦いで
したがラストの第４クォーターでミ
スを連発し失点。まさかの開幕黒星
スタート。それでも新加入の選手ら
の活躍もあり、今シーズンから指揮
を執るジェイミー・アンドリセビッ
チヘッドコーチは第２戦へ向けて「し
っかりと気持ちを切り替えて臨みた
い」と試合後の会見で語りました。
　初戦同様の緊迫した試合展開とな
った３日の第２戦。２点ビハインド
で迎えた試合終了残り３７秒に、今シ

ーズンもキャプテンを務める頼れる
男・朝山正悟選手の３ポイントシュ
ートが決まり、初勝利を手繰り寄せ
ました。試合後、朝山選手は「長い
シーズンの中で悪い時はあると思う

が、自滅によって負けるゲームをな
くして、負けるとしてもやりきった
中での敗戦から成長できるチームに
なっていきたい」と、目標を力強く
話しました。

　来年５月まで続くシーズン。昨シ
ーズンは果たせなかったＢ２優勝、
そしてＢ１昇格を目指して、一緒に
戦いましょう。選手の戦いを後押し
し、勝利へ導くことができるのは広
島ドラゴンフライズを応援する皆さ
んの熱い声援です。応援よろしくお
願いします。

初勝利を導いた
頼れるキャプテン

西広島バイパス

宮島街道
アルパーク北棟
アルパーク東棟アルパーク西棟

西警察署 中小企業会館

至五日市 IC
草津沼田道路

JR 新井口

広島サンプラザホール

広電商工センター入口

太田川放水路

　昨年果たせなかったＢ１昇格に向け
てチーム、ファン、すべての広島ドラ
ゴンフライズに関わる人が一つになっ
て戦うという意味が込められています。
ロゴにはジェイミー・アンドリセビッ
チＨＣの母国アメリカの道路標識
「ONE WAY」をモチーフにして、一つ
の方向に向かって戦う気持ちをシンプ
ルに表現しています。
　サブスローガンには昨季に引き続き、
共闘を意味する「UNITED WE STAND」
を継続テーマとして採用。さぁ、心を
ひとつに一丸となって上を目指そう！

　アルパークと広島ドラゴンフライ
ズが主催したバスケットボールクリ
ニックが８月２８日、広島サンプラザ
ホールで開催されました。
　バスケ初心者や経験者の小学生９４

インターネットや広島ドラゴンフライズク
ラブショップ、コンビニエンスストアから
でもご購入いただけます。
試合会場でも販売しています。

前売券や応援グッズなど販売中です。

人が、ドリブルなど基本のプレーを
教わりました。ドラゴンフライズか
らはタナー・マセーアシスタントコ
ーチ、朝山正悟・岡崎修司両選手、
同チームのスクールコーチ２人が参
加し、バスケの魅力を伝えました。

朝山選手に指導を受けた子どもからは
満面の笑みがこぼれていた

最後まであきらめない朝山選手
の３ポイントシュート

テープカットが行われ運行が開始された

車体の内外へ選手やチームロゴなどをデザイン

車内へサインする選手

ＪＲ新井口駅の花壇へ花苗を植え付け

自身のパネル前で田中成也選手（左）と、坂田央選手

広島サンプラザホールへつながる通路に応援を盛り上げるパネル
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広島市西区商工センター3丁目1-1

広島マリーナホップ内
営業時間 / 10:00 ～20:00
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